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論 文 内 容 の 要 旨

 緒言

 従来，胃切除者では，ブドウ糖経口負荷後の血糖曲線

は急速に上昇して後速やかに下降するいわゆる Oxyhy－

perglycemiaが多く，それは消化管からのブドウ糖の吸

収速度に関連するとされ，最近インスリン分泌との関係

が問題にされて来た．更に胃切除者では，かかる異常な

高血糖が頻回にしかも長期間続く事により，β細胞の機

能障害を招き，糖尿病が惹起されるのではないかという

ことも推定されている．

 そこで古老は，胃切除者における糖代謝を中心とした

代謝異常とその機序ならびにそれが糖尿病の成因として

何らかの役割りを演ずるか否かの検討を試みた．

 実験方法

 潰瘍患者30名，胃切除者33例に1009ブドウ糖を経口

負荷した場含と，正常者7例の十二指腸にゾンデを用い

て負荷した場合の血糖，血中インスリン（IRI），遊離

脂肪酸（NEFA）と，更に正常者8例，胃潰瘍患者8

例に経静脈的にブドウ糖を負荷した場合の血糖，IRI

を測定した．血糖は耳朶血につきHagedorn－Jensen法，

血中IRIおよびNEFAは静脈血につきそれぞれ二抗

体法，Novak法によった．

 結果

 1） 胃潰瘍患者に1009ブドウ糖経口負荷試験を行な

ったところ，その血糖曲線は糖尿病型14例，境界型13例

で，正常型を示したものは僅かに3例であった．

 2） ブドウ糖静脈内負荷試験では，潰瘍群は対照群に

比し血糖下降速度は有意に遅延し，体内における糖の利

用速度が低下していた．

 3） 胃切除老におけるブドウ糖負荷後の血糖曲線は

Oxyhyperglycemiaを示すが，胃切除後3ヵ月以上を経

過したものは，3ヵ月以内のものに比し，より典型的に

Oxyhyperglycemiaを示し， B I法によるものと， B皿法

による胃切除者間に，血糖曲線上有意の差を認めなかっ

た．また胃切除後長年月を経過したものでも高血糖の遅

延する傾向は全く認められなかった．

 4） ゾンデによるブドウ糖十二指腸内負荷試験の場合

の血糖曲線は，経口負荷の場合に比し急峻な上昇を示す

Oxyhyperglycemiaの型を示したが，下降速度は胃切除

者の場合ほど速力ではなかった．

 5） 胃切除者におけるグルコース負荷後の血中IRI

の動きは，血糖曲線の推移に似て，急激に上昇後，速や

かに下降し，BI法とBIの問に有意の相違はなく，且

つ胃切除後，長年月を経過しても，順次増強または減弱

の傾向はなかった．

 6） 胃切除老では正常型，Oxy型，糖尿病型と高［血糖

の程度が進むにつれインスリン反応は順次増強され，糖

忍容力の低下の進むにつれ，イスリリン反応は逆に順次

減弱する糖尿病の場合と著しく相違した．

 7） グルコース負荷後のNEFAの下降速度は正常対

照群同様の速度であったが2時間後には上昇に転じた．

 結論

 胃切除者はOxyhyperglycemiaとそれに伴いインスリ

ン分泌も充進しているが，これらが長期持続しても糖尿

病へ移行する傾向は全く認められない．胃切除者と糖尿

病者とのインスリン動態は著しく異り，両者の病態は本

質的に相違する．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，胃切除者では，異常な高血糖とそれに伴う高インスリン反応が存在するが，かかる異常が長

期持続しても，一部の学者の主張と異り，糖尿病に移行するものでないことを立証したもので，糖尿病の

成因論における意義は大きいものと認められる，
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